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ーン胚をつくり、そこから ES 細胞を樹立する）に関しても、2002 年の「特定胚
の取り扱いに関する指針」で、余剰胚の利用に関しては受精異常（3 前核胚）が











































































































                                                  
5 厚生科学審議会科学技術部会「ヒト胚研究に関する専門委員会」第 10 回、科学技術・学術審
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（『朝日新聞』2001 年 10 月 24 日朝刊 a） 
 
この記事にあるように、2001 年の段階で年間 5 千個以上の余剰胚が廃棄され
ていたことと、融解胚（凍結胚）を用いた治療周期数は、この 2001 年の 1.3 万













平成 23 年 4 月 1 日に施行した、「ヒト受精胚の作成を行う生殖補助医療研究に
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